
モデル事業名 地域活性化・次代の担い手育成事業

対象地域 神奈川県川崎市

今年度の主な取組

事業目標を達成するために、次の活動を行います。
① 川崎みなと祭りにおいて「かわさき舞祭」を開催し、地域活性化を継
続的に実践します。
　・青少年の健全育成　小・中学生を中心としたチームダンスへの取り組
みを通じて、個性と協調性を持ち自主的精神に充ちた青少年の育成に
寄与する。
　・地域の振興　川崎の子どもたちのために、市民が主体となって企画
運営する祭りを通し、観客ともども同じ川崎にすむ仲間としての絆づくり
の機会とする。また、「ふるさと・川崎」を創るため、テーマ音楽は地元に
縁の深い曲を取り入れたダンスミュージックで、子どもたちには新鮮に、
お年寄りには懐かしく、一緒に楽しめる異世代共有の祭りを創り、持続
性ある地域振興を図る。
② 他都市（対象地域）との経験交流の促進し活動の展開・深化を図りま
す。
　　全国に広がる舞祭と連携し、次代の担い手の育成を目的とした経験
交流を促進します。
③ 継続性ある活動とするために、デモンストレーションの実施やワーク
ショップの運営を行います。
各区民祭り、各種のイベントなどでのデモンストレーションを実施し普及
活動を進めます。また、地域グループや学校などにインストラクターを派
遣し、ダンスワークショップの運営を行い、継続的にチームの育成・支援
を図ります。

① 事業の背景と地域の課題：次代の担い手である子どもたちをめぐる
状況は、核家族化や少子化の進展により、家庭や地域における子ども
同士のふれあいや地域活動を通じた社会参加の機会が減少していま
す。また、都市部においては都市化を背景として、地方部においては過
疎化を背景として、地域や近所づきあいの希薄化、家庭の孤立化などに
よる子育てに関する不安から、児童虐待などの子どもたちの育成を阻害
する行為などが急増するとともに、いじめ、不登校、引きこもりなど、子ど
もたちに関わるさまざまな問題が顕在化しています。
このような状況の進展は、地域活力の減衰やコミュニティの荒廃に連動
することが懸念されています。
② モデル事業で達成・実現したいこと（事業の目標）：このため私たち
は、地域の伝統と新しさを織り交ぜ、さまざまなリズムや形式を駆使して
新しい地域文化を創造している「舞祭（まいまつり）」の取り組みを通じ
て、子どもたちの地域や社会への参加の機会を促進し、一過性でない持
続的な活動の定着と活動の担い手となる人々とのつながりを拡大し、新
たな地域の活性化の流れとともにコミュニティの創生を図ります。

活動概要

　平成２０年度　「新たな公」によるコミュニティ創生支援モデル事業　



活動結果

 舞祭は地元に縁の深い楽曲を使用することから、川崎に限らずどの地
域・市区町村においても、その取り組みが可能でありモデル性が実証さ
れてきています。 このコンセプトを「地域活性・次代の担い手育成」の基
盤にすれば、都市部や地方部の過密・過疎の違いを超えて郷土意識を
高めるコミュニティ創生の事業化が可能です。 疲弊している地域実情で
のコミュニティ創生の取り組みには、次代を担う子どもの社会参加や参
加への意識向上、参加環境の整備が不可欠です。今回の取り組みで、
多くの主体と地域課題を共有し「舞祭」の取り組みを実践できたことは、
大変に大きな成果であると考えます。

当初予想していな
かった効果

活動に対する子どもたちの取組み意識・姿勢の成長・向上が、想定以上
に早く、また他の祭りのコピーや物真似ではなく、「舞祭」の先進性や地
域への貢献性、将来性を高く評価したものだと思います。同時に今回の
事業選定が、取組み内容の信頼性を高めるアナウンス効果があったも
のと思います。
 「舞祭」の活動は、想定以上に子どもたちの自尊感情や自己肯定感の
向上に効果的であったと思います。「舞祭」の活動は楽しくて、心地よい
と感じてくれていると思います。また、多様な主体が「舞祭」の取り組み
を、想定以上に的確に理解し協力してくれた。

実施状況（写真）

　　　　　○川崎舞祭の様子　　　　　　　　　○ダンスワークショップの様子
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